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　大学生活では多くの人と出会い、また多くのこと
を学び、経験し、４年間とても充実した日々を送るこ
とができました。時には、実習や課題などに追われ、
つらくなることもありました。それを乗り越えること
ができたのは、共に頑張る仲間や親身になってくだ
さる先生方、家族の支えがあったからです。本当に
感謝しています。
　卒業後は医療従事者として、患者様の支えとなれ
るよう、日々努力していきたいと思っています。

　臨床検査学科４年  瀨道 衣莉子

　新たに始まる大学生活に期待や不安を抱いて迎
えた入学式から4年が経ちました。これまで実習や
国家試験などの苦難を乗り越えることができたの
は、支え合える友人、先生方や家族のサポートがあっ
たからだと思います。
　実習を通して感じた患者様が回復していく喜び、
患者様からの励ましの言葉を忘れず、患者様の心に
寄り添える看護師になりたいと思います。
　卒業後進む道は違いますが、仲間たちが各々の
場所で活躍していることを励みに頑張りたいと思い
ます。

　看護学科４年  山田 麻優子

◆入学式 4月4日㈭
◆オープンキャンパス 7月20日㈯予定
◆公開講座 8月下旬・11月中旬予定
◆橄欖祭（大学祭） 10月19日㈯予定
◆いきいき健康広場 年1回
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タイトルのHANDsは“高い専門的医療技術により、尊い生命を支える人間愛に溢れた温かい手”を意味しています。

◆学校への経路
【西方面から】 高松から車で30分
 ことでん志度線・原駅下車徒歩10分
 高松東ICより車で10分
【東方面から】 JR高徳線・JR志度駅から車で5分
 志度IC（または、さぬき三木IC）より車で10分

●お知らせ

3 月 14 日
卒業式・修了式
　おめでとう！

公開講座「健やかに生きよう」

　今年度第２回の公開講座が香川県社会福祉総合

センターにて開催され、64名の方がご参加くださいま

した。

　講座は、看護学科 竹内千夏講師による「おうちに

帰ろう～病気とともにおうちで過ごすには～」と、臨床

検査学科 立石謹也准教授による「誤解だらけの『健

康食品』」の2講座で、少し切実な問題と身近な話題で

したが、しっかり学んでいただけたようで多くの質問

が寄せられ、講師とばかりでなく参加された方同士で

のやりとりもあり、にぎやかな会となりました。

平成30年11月12日（月）

　今回の進路支援セミナーでは、卒業生の在学時における就職活動の

取組みについて知ることで、具体的にイメージができ、就職先に関して

の選択の幅が広がったように感じました。また、先輩方の姿をみて、将

来看護職として誇りを持ちながら仕事に臨みたいと思いました。そのた

めにも学生時代の今から就職に向けて真摯に取り組み、経験を重ね

ながら自分自身の将来を築いていきたいと考えています。

看護学科3年　多田 遥香

広報・公開講座委員長　塩田 敦子

看護学科進路支援セミナー 平成30年7月24日（火）

（8月の公開講座と同時開催予定）

かん  らん  さい
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　本学の学生2名と共に8月末にカンボジアのホームランド孤
児院に通う子どもたちや保護者、スタッフに歯磨きの指導を
行ってきました。
　カンボジアでは病気を予防
するという考えを持つ人は少な
いそうです。私たちの活動で
衛生習慣が身につくだけでな
く、病気を予防する大切さが
少しでも浸透していけばと願い
ながら実施しました。

［橄欖祭実行委員長］　看護学科 2年　宮崎 朋子橄欖祭（大学祭） 平成30年10月20日（土）

　

　平成30年10月3日に本学201講義室で、第2回学術セミナーが開催

されました。香川大学副学長德田正明先生を講師としてお招きし、「香川

発「希少糖」の健康機能研究」というテーマで、希少糖を世界発信する

構想、まさに「夢の糖」についてご講演いただきました。引き続き行われた

博士後期課程の学生3名による発表では活発な意見交換・討論が行わ

れ、先生方から研究を進めていく上でのご助言をいただくなど、今後の

研究の励みとなる大変有意義なセミナーとなりました。

博士後期課程 2年　宮川 朱美大学院臨床検査学専攻
博士後期課程第2回学術セミナー

平成30年10月3日（水）

　平成30年11月24日、25日にサンポートホール高松にて第51
回日本臨床衛生検査技師中四国支部医学検査学会が行われ
ました。今回、学会事務局長として運営に携わりました。学会
では本学の多くの在校生や卒業生が研究発表という形で参加
していただきました。学会の運営という貴重な体験をしたことを
糧にして、9年後の香川開催では再び学会に協力ができるように
日々精進していきたいと思います。その時にも多くの本学関係
者が参加していただけることを期待しています。

　「今、一度、看護実践を問う臨床研究」をテーマとし、本学で
開催されました。参加者348名のもと、一般演題80題が発表さ
れました。教育講演、学術講演、特別セミナーでは、エビデンス
を“つくる”“まとめる”“つたえる”“つかう”のサイクルを有機的
に廻し、最良の看護実践を提供するためのヒントを得ることが
できました。学生セッションでも活発な議論があり、看護研究
の面白さを深める場となるに止まらず、次世代への橋渡しが
できた学会になりました。ご協力いただいた教職員・学生に
心から感謝申し上げます。

本学ダンスサークルの皆さんと来賓の方々
（情報交換会にて）

　第19回橄欖祭のテーマは「繋（つながり）」でした。このテーマには「この大学祭によって、学生同士や地域の方
との結びつきを強めることはもちろん、次へとつながる学祭にしよう」という意味が込められていました。
　大学祭当日は晴天となり、学生や地域の方の活気ある声が大学に溢れていました。大学祭開催に向けて、様々
な困難がありましたが、実行委員を中心に協力し合い、楽しみながら大学祭を成功させることができました。橄欖祭に
関わってくださった全ての方々に心よりお礼申し上げます。

日本看護研究学会
第３２回中国・四国地方会学術集会 平成31年3月17日（日） 実行委員長 看護学科教授  國方 弘子

国際交流
カンボジア王国保健衛生指導　

平成30年8月27日（月）～31日（金）

第５１回日本臨床衛生検査技師会
中四国支部医学検査学会

平成30年11月24日・25日 臨床検査学科 講師  太田 安彦

看護学科 准教授　堀 美紀子
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